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３０歳危機
～（成人）ひきこもり予備軍へのかかわり～
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連携・継続について

と、よく聞かれます。

実際に、つなぐかどうかは、本人・家族の希望によります。
本人・家族をこの先、どこが中心になって相談を受けるかも、
本人・家族が、どこを望んでいるかによります。

また、
すでに、医療につながっている人は、医療機関が、
福祉サービスにつながっている人は、福祉機関が、
当面、継続して関わることが多いのですが、

明確な機関が見つからない場合は、まずは、
市区町村（あるいは、ひきこもり支援ステーション事業など）が関わり、

経過の中で、医療や福祉につながっていくこと少なくありません。
本人が来れなくても、家族だけでもつながりを持っておければと。

不登校の児童・生徒。ひきこもり状態にある。
今は、学校が相談にのったり、訪問したりしているが、
学校を卒業したあとは、どこにつなげば良いの？
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ひきこもりに至る経過
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学校

学校 仕事

ひきこもり

思春期～青年期から、ひきこもりの状態が始まる

仕事を辞めて（３０歳頃）から、ひきこもりの状態が始まる

１

２

最後は、仕事を短期間で退職を繰り返していることも。
時に、強い精神的ダメージ
（集団恐怖、いじめ・パワハラなど）を負っている。

（思春期）ひきこもり予備軍

（成人）ひきこもり予備軍

ひきこもり



ひきこもりの連携・継続支援は？
思春期～青年期から、ひきこもりの状態が始まる場合

教
育
機
関

医療機関
通院・訪問看護

福祉機関
障害者相談支援事業所
福祉サービスの利用

その他
ひきこもり地域支援センター等
ＮＰＯ機関

市区町村 ひきこもり支援ステーション事業

就労支援機関
ハローワーク・障害者雇用等

卒
業
・
中
退→

ひ
き
こ
も
り
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でも、成人のひきこもりの支援は？
成人期から、ひきこもりの状態が始まる場合

就
労
（
不
適
応
状
態
）

求
職
活
動
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
）

医療機関
通院・訪問看護

福祉機関
障害者相談支援事業所
福祉サービスの利用

その他
ひきこもり地域支援センター等
ＮＰＯ機関

市区町村 ひきこもり支援ステーション事業

就労支援機関
ハローワーク・障害者雇用等

退
職→

ひ
き
こ
も
り

本
人
・
家
族

この時点から
早期の

支援が必要
もともとどこにもつながっていないので、支援につながりにくい
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事例は、架空のものです。

５０代前半男性
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大学を卒業して地元の企業に就職
した。３年目の異動先で、仕事が上
手くいかず上司からの厳しい叱責が
続き、うつ状態になって休職、その
まま退職した。その後、何度か再就
職をしたが、人間関係の課題などで
いずれも短期間で退職。３０歳から
ひきこもっている。人とは会いたく
ない、社会とは距離をおきたい。



３０歳危機
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中高年層ひきこもり者は、３０歳頃から、ひきこもり状態に
なっている人も少なくありません。しかし、ひきこもりが始
まった時に、すぐに相談ができず、ひきこもりが長期化して
しまっています。この時に、十分な相談ができなかった（３
０歳危機）ということは、今後の支援の大きな課題です。

学校 仕事

仕事を辞めて（３０歳頃）から、ひきこもりの状態が始まる２

中高年層
ひきこもり

この時に適切に支援ができれば、ひきこもり長期化の予防が
可能と考えられます。



退職
⇓

ひきこもり

３０歳危機と長期化予防の課題

ひきこもりの状態が長期化：８０５０問題

長期ひきこもりの予防のためには
「30歳危機」の時に相談できる機関
適切に介入できる支援が今後重要

所属する場所がない

周囲からの
関わりが困難

度重なる就労の失敗
叱責・パワハラなど

対人不信
対人緊張

相談機関がない 自ら相談に行かない

どこにも相談できないまま数年来経過



今後、必要な支援

相談支援窓口

ハローワーク等

企業・会社
就労中だが不適応

退職を繰り返し、求職中
ひきこもり
（所属なし）

強い対人緊張・不信

精神科医療機関
医学的判断
発達障害等の診断
（背景に発達障害があることも）

うつ状態等の治療
（うつ状態が強い場合）

診断書等の作成
（手帳、意見書等）

早期支援

連 携

連携

ひきこもり地域支援センター
市区町村・支援ステーション

３０歳危機
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事例

事例は、架空のものです。

Ａさん（３０代男性）

人間関係の課題等で退職を繰り返し、
ハローワークから紹介された事例



事例は、架空のものです。

Ａさん（３０代男性）－１／８
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父母、本人、妹の４人暮らし。小学校
５年の頃、いじめが原因で登校渋りが
あった。中学校１年の夏休み明けから同
級生との関係が上手く出来ず、不登校と
なり、そのまま卒業する。定時制高校に
入学、何とか卒業し県外の大学に進学す
るも１年間で退学し実家に戻ってくる。
在学中に精神科に数回通院したが、投

薬はされていない。診断名は聞かされて
いない。



事例は、架空のものです。

Ａさん（３０代男性）－２／８
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実家に戻り、派遣会社を通して３年間
程アルバイトをするが、最後は、上司か
ら叱責を受け退職した。以降、ハロー
ワークを通して何度か就職を繰り返すも、
仕事ができない（覚えられない）、人間
関係がうまく築けないなどが理由で、短
期間で退職している。ここ１－２年は、
時々、面接をするも就職には至らず、ハ
ローワークの方から、障害者雇用の可能
性も含め、当センターを紹介される。



事例は、架空のものです。

Ａさん（３０代男性）－３／８
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両親に連れられ来所、別個に面接する。
両親によれば、もともとは大人しく優し
い。自分では努力して取り組むが達成出
来ず、結果的に無気力になる。場の雰囲
気や人の言っていることが十分に理解で
きず、人間関係が上手く築けない。興味
のあることは自分から取り組むが、先を
見越して行動をすることが出来ない。親
として、就職は難しいと思うが、自分で
生活ができるようにあって欲しいと。



事例は、架空のものです。

Ａさん（３０代男性）－４／８
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本人は、緊張感が高く、口数は少ない。
人と上手く会話が出来ず、自分の意見が
伝えられないが、好きなことになると喋
り過ぎてしまい引かれることもある。初
めてのことや同時に２つのことが難しい。
指示されていることが分からないが聞き
返せない。怒鳴られると、頭が混乱して、
真っ白になってしまう。



事例は、架空のものです。

Ａさん（３０代男性）－５／８
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本人は、「小さい頃から自分は人とど
こか違うのではと感じている。何度か就
職したが、最後は人間関係が悪くなり行
けなくなる。最近では面接に行くことが
不安で就職活動も出来ない」と話す。
本人には、自分自身の得手不得手を客

観的に見る一つの手立てとして、それで
すべてが分かるというわけではないが、
心理検査を勧めたところ、自分も受けて
みたいという



事例は、架空のものです。

Ａさん（３０代男性）－６／８
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ＷＡＩＳーⅣ、ＡＱ（自閉スペクトラム指数）を実施。
本人、家族には、知識は高いが、状況を
予測して迅速に行動することが難しい。
十分に理解できた仕事であれば、じっく
りと真面目にこなしていくことができる。
コミュニケーションは苦手だが、具体的
に指示される環境なら、適切に仕事がで
きると説明。本人もそう感じていると話
し、発達障害（自閉スペクトラム症）の
診断がつけられると話しておく。



事例は、架空のものです。

Ａさん（３０代男性）－７／８
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ハローワークから障害者雇用の話も受
けている。福祉的就労・障害者雇用等の
制度の説明をしたところ、本人はこれま
でに何度も職場で辛い思いをしてきた。
自分のことを理解してもらい、支援をし
てもらった方が仕事は出来ると思うので、
「障害者」という言葉には抵抗はないと
言う。（※場合によっては、一般就労、
あるいは就労継続支援事業所を検討する
ばあいもある）



事例は、架空のものです。

Ａさん（３０代男性）－８／８
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本人は、ハローワークに障害者雇用の
希望を話し、精神障害者保健福祉手帳を
取得。パソコン関連の障害者雇用の募集
があり試験を受け、合格。データの打ち
込みが中心で、業務の内容は難しいが、
具体的な指示を受けることが出来、分か
らないことはすぐに質問ができ安心して
働けるようになった。経済的な不安も高
く、並行して、障害年金の申請（病名、
自閉スペクトラム症）も行っている。


